
西九州大学 

1 

改善報告書 

 

令和２年７月２９日 

 

１．大学名：西九州大学 

 

２．認証評価実施年度：平成２９年度 

 

３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：２－１ 

○健康福祉学部社会福祉学科の収容定員充足率においては、0.7 倍未満であるので改善

が必要である。 

 

４．改善状況及び結果 

 基準項目２－１について 

（１）改善状況及び結果 

社会福祉学科の入学者数は平成 29（2017）年度は 51人であり、令和 2（2020）年度は 56

人と若干回復傾向にはあるが、収容定員充足率は 0.7倍に未達であり、引き続き学生募集

の戦略的強化と教育の充実に取り組んでいる。 

【 健康福祉学部社会福祉学科収容定員充足率の推移 】 

 平成 29（2017） 平成 30（2018） 令和元（2019） 令和 2（2020） 

入学定員（人） 80 80 80 80 

収容定員（人） 340 340 340 340 

入学者数（人） 51 55 39 56 

在籍者数（人） 213 213 192 200 

収容定員充足率（％） 62.2 62.2 56.5 58.8 

※ 収容定員 （80名✕4学年）＋（編入生 10名✕2学年） 

※ 収容定員充足率＝小数第二位を四捨五入 

※ 学校基本調査 5月 1日付現在 

（２）改善への取り組み 

１）教育活動の充実 

 社会福祉学科では、少人数のゼミナール（10 人程度）を 1年次から 4 年次まで必修科目

として配当し、周辺６市町での地域活動を通して、福祉人材の養成を目指している。具体

的には、令和元（2019）年の佐賀県豪雨災害学生支援ボランティア活動をはじめ、認知症

高齢者理解啓発の認知症サポーター養成講座、社会福祉施設での活動、国際交流による異

文化学生交流事業であるアジアンコミュニティカフェ（ACC）の開催等、年間 14事業に延

べ 721人の学生が継続的に地域ボランティア活動を展開した。地域住民との世代間交流や

災害支援等を通して、佐賀県全域を学びの場として実践学習を推進している。 

２）定員充足を目的とした広報活動の強化 

①オープンキャンパスの充実と参加数増員に向けての取り組み 
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 先の社会福祉学科定員充足率の推移とオープンキャンパス参加者数の推移は同じ動きを

しており、オープンキャンパスの参加生徒数が少ない年度は入学生も少ない傾向にある。

高校生アンケートからは、参加型プログラムに関心を示す高校生が多くいることからも演

習や臨床場面を援用したプログラムの導入並びに大学生との交流に加えて、「出身高校の

先輩が語る西九州大学福祉の魅力」等を通して、新たな企画を検討し参加者数も増加傾向

にある。 

②大学ＨＰ、ＳＮＳによる社会福祉学科からの情報発信の活性化 

令和元（2019）年度においては、テレビ報道や新聞報道等を含め社会福祉学科の諸活動

について大学 HP55件、Facebook47件、Twitter53件、計 155件の情報発信を行い、県内

外に本学科をアピールした。これを受け、今年度は、大学 HP100件、Facebook 100 件、

Twitter 100件、計 300 件の学科情報発信を行う予定である。 

３）高等学校、関係団体との連携強化 

 佐賀県社会福祉協議会と佐賀県高等学校教育研究会福祉部会との共催による第 13 回高

校生セミナー（ふくしフェスタ）を地元神埼市と本学神埼キャンパスを会場に開催した。

また、第 29回西九州大学社会福祉研究会では、文部科学省の「私立大学研究ブランディン

グ事業」に採択された「認知症予防推進プログラム」（SAPS）による「認知症支援」につい

て高校生と一般の方を招いたセミナーを開催し、計 260名を超える高校生が参加した。さ

らに、令和２年度より佐賀県立佐賀商業高等学校グローカル人財育成を共同して行う「高

大協働授業」（科目名：「ビジネスと多文化共生」）を年 3回共同開催で計画している。 

４）新たな奨学金制度の創設と卒業生ネットワークを活かした就職率の維持向上 

 本学科は昭和 49（1974）年に九州で最初の社会福祉系４年制大学である。５千名を超え

る卒業生が多様な福祉分野の第一線で活躍している。卒業生が就業している社会福祉法人

や福祉機関から修学支援と就職をセットにした修学支援奨学金等の導入している。 

（３）今後の方向性 

 社会福祉は今、人のいのち、こころ、くらし、全てを守る‟well-being”の考えに変わろ

うとしている。本学社会福祉学科は、保健・医療・福祉関連の他学科と連携して新しい社

会福祉の方向性に基づいた教育内容の充実及び学部学科の再構成を検討して定員充足を目

指している。 

 

５．エビデンス（根拠資料）一覧 

 基準項目２－１の資料 

  ・【資料 2－1－1】「平成 29年度学校基本調査」学部学生内訳票 

・【資料 2－1－2】「平成 30年度学校基本調査」学部学生内訳票 

・【資料 2－1－3】「令和元年度学校基本調査」学部学生内訳票 

・【資料 2－1－4】「令和２年度学校基本調査」学部学生内訳票 

・【資料 2－1－5】健康福祉学部社会福祉学科オープンキャンパス参加者数の推移表 


